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工事名 緊急事業に伴う設計業務委託 下流工区（吉田）
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仮設管添架部 添架支持金具詳細図(参考)

ブラケット水平材・添架受材 割付図 S=1:50
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3φ 3W 200V 60Hz

可搬式自家発

F

Ｖ

名 称

ヒューズ

アレスタ

進相コンデンサ

計器用変流器

電磁接触器

漏電遮断器

配線用遮断器

３Ｅ継電器

電力量計Wh

3E

SC

V 電圧計

A 電流計

LA

F

MC

ELCB

CT

MCCB

記 号

凡 例

引込開閉器盤（Ｓ－３）
トランスTR

非
常
通
報
装
置

1φ2W 100V 60Hz

Wh

F
WL

電力会社より

電源ランプWL

Wh

50AF
3P
MCCB

30AF
2P
ELCB

50A
3Pコンセント

WL

DKTS (AL付)

LA

30μF
SC

30μF

MCCB

30AF
2P

盤
内
コ
ン
セ
ン
ト

TH TH DS LA

CT
3E

CT
3E

熱動継電器TH

（既設流用）

（既設流用）

工事名

No.3ポンプ制御盤 単線結線図（仮設）図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

広島県北部建設事務所事業者名

図面番号

復建調査設計株式会社

図示

令和 年 月

緊急事業に伴う設計業務委託 下流工区（吉田）

一級河川江の川水系多治比川 浸水対策重点地域

No.3ポンプ制御盤 単線結線図（仮設）

名貫橋 【汚水 仮設】
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仮設引込図及び配線図 S＝1:30

配 線 系 統 図

２号汚水ポンプ１号汚水ポンプ

（FEP30）

（FEP30）

Ｍ
1.5kW

Ｍ
1.5kW

水位計
投込式

屋外装柱形

屋外装柱形

No.3ポンプ制御盤

引込開閉器盤

（PE22）

NTTケーブル用

2

投込式水位計付属ケーブル

フロートスイッチ付属ケーブル

自動単独交互運転

フロートスイッチ

マンホール範囲

（フリクトスイッチ）

（FEP30）

CE 3.5mm -2C（PE22）

CE 3.5mm -3C，IE 3.5mm (PE28）2

3φ3W 200V 60Hz
1φ2W 100V 60Hz

引込線

2CE 3.5mm -2C（PE22）1φ2W

CE 3.5mm -3C（PE22）3φ3W

引込柱

2

屋外装柱形

保安器箱

2

（PE22）

NTTケーブル用

ポンプ付属ケーブル（動力）

ポンプ付属ケーブル（動力）

IE 3.5mm （VE16）

IE 3.5mm （VE16）

2

2

C(TEL)E

E D

As

Co

Co

Co

Co

Co

Co
Co

石 り張

（空）

名
貫
橋

倉
庫

車庫

車庫

信田

分田

レ り張ガン

Co

Co

As

As

As

As

As

As

ﾞ

石 り張

石 り張
石 り張

鉄
板

標柱

佐 田々

(As)

井尻

看板

（駐）

山根

橋本英世
16446

16447
橋本英世

40557
山根民生

山根一寿
40556

19720
日野理門

八木
19684

佐々田暢夫

16342

16343 佐々田暢夫

山中成子
19644

19592
信田数人

19595
方京節子

19548

三宅正造

近藤侃治

1956119528
井尻良明

19682
向井達郎

取付なし

桝不明

桝不明

取付なし

φ200 DP=0.43m

H
IVPφ

75

HIVPφ
75

H
IVP

φ
75

LPφ
65

(19 9
. 84 3

)

VUφ150

VUφ150

VUφ150

DC
IP
φ

20
0

V Uφ
35

0

VUφ
150

DCI
Pφ

75

DCI
Pφ

75

H P
φ
3
0 0

H
Pφ

1 0
0

H
Pφ

15 0

H
Pφ

150

HP300

HP350

VP
150

HP600

HP
φ
30
0

HP350

HP200

E 川向支115左3
T 川向幹4R1

T 南上幹4
E 吉苅幹4

T 川向幹34
E 川向支4M1

E 川向支3
T 川向幹4L1

A-8
H=202.264

A-7
H=200.815

200.50

200.35

201.20

200.79

200.74

200.53

200.50

200.65

200.62

202.25

(200.01)

(199.88)

(199.96)

201.57

201.29
200.66

200.60

199.29

199.69

200.64

199.90
199.86

下

下

下

下

下

下

下

下
下

雨
雨

E

下

下

量

汚下
量

量

下

下

仕

仕 仕

仕

下

下

下下

下

下

T

山根民生
16489

16328
原清美

迫弘子
16322

橋本

橋本

カーポート

カーポート

石張り

石張り

敷石

石張り

平 面 図 S＝1:300

(Co)

(Co)

(Co)

(As)

(Co)

Co

Co

Co

（空）

(Co)

(As)

(As)

多治比川

約29m

(既設流用)

(既設流用) (既設流用)

（既設）

No.3ポンプ制御盤
（既設流用）

引込開閉器盤
（既設流用）

ＰＰ

No.1ポンプ付属ケーブル（FEP30）

No.2ポンプ付属ケーブル（FEP30）

水位計付属ケーブル （FEP30）

フロートスイッチ

（既設）

投込式水位計

（既設）

汚水ポンプ

（既設）

埋設表示シート

▽計画盛土高

φ200 DCIP 仮設汚水管 φ75 仮設上水管

8
00
0

19
00

全
長

の
1/
6

足場ボルト

（3BD）

（ラック）

引留金具

接地棒×2本

φ14×1500L

引込柱(コンクリート柱）

自在バンド（引留用）

8-19-430

1φ2W 100V 60Hz（電力会社より）

3φ3W 200V 60Hz（電力会社より）

NTT回線

DE C(TEL)E

800×800×1200
コンクリート根巻き

10
0

1
10
0

1
00

2
00
0

90
0

No.3 ポンプ制御盤

（既設流用）

保安器箱

引込開閉器盤

自在バンド

（IBT）

（既設流用）

（既設流用）

工事名

電気設備 No.3ポンプ制御盤 （仮設）図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

広島県北部建設事務所事業者名

図面番号

復建調査設計株式会社

図示

水位計付属ケーブル （FEP50 既設流用）

２号汚水ポンプ付属ケーブル（FEP50 既設流用）

１号汚水ポンプ付属ケーブル（FEP50 既設流用）

ＨＨ（既設）

▽＋201.20

保護管 SGP 150A

L＝5.65m

▽＋200.30

保
護
管

SGP
150A

ＨＨ(既設)

（FEP50 既設流用）

1000

緊急事業に伴う設計業務委託 下流工区（吉田）

一級河川江の川水系多治比川 浸水対策重点地域

令和 年 月

電気設備 No.3ポンプ制御盤 （仮設）

名貫橋 【汚水 仮設】
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施工基面 現況地盤 L=6.5m



引込図及び配線図 S＝1:30

引込開閉器盤

引込鋼管柱（撤去）

自在バンド（引留用）

自在バンド

フロートスイッチ

投込式水位計

汚水ポンプ

水位計付属ケーブル （FEP50 流用）

２号汚水ポンプ付属ケーブル（FEP50 流用）

１号汚水ポンプ付属ケーブル（FEP50 流用）

DE
C(TEL)E

No.3ポンプ制御盤

埋設表示シート

1φ2W 100V 60Hz（電力会社より）

3φ3W 200V 60Hz（電力会社より）

NTT回線

Ｐ Ｐ

70
00

60
0

65
0

約22m

引込開閉器盤

φ14×1500L

接地棒

保安器箱
28
0
0

19
1
5

約8m

配 線 系 統 図

IV 5.5mm

２号汚水ポンプ１号汚水ポンプ

（FEP50）

（FEP50）

Ｍ
1.5kW

Ｍ
1.5kW

水位計
投込式

屋外装柱形

屋外装柱形

No.3ポンプ制御盤

引込開閉器盤

（PE22）

NTTケーブル用

2

投込式水位計付属ケーブル

フロートスイッチ付属ケーブル

自動単独交互運転

フロートスイッチ

マンホール範囲

（フリクトスイッチ）

（FEP50）

CV 3.5mm -2C，IV 5.5mm ×2（プリカ#30）

CV 5.5mm -3C，IV 3.5mm (プリカ#30）2

3φ3W 200V 60Hz
1φ2W 100V 60Hz

引込線

2CV 5.5mm -2C（PE22）1φ2W

CV 8mm -3C（PE28）3φ3W

引込柱

2

屋外装柱形

保安器箱

22

（PE22）
NTTケーブル用

ポンプ付属ケーブル（動力）
2

IV 5.5mm
ポンプ付属ケーブル（動力）

2

IV 5.5mm （VE16）

IV 5.5mm （VE16）

2

2

C(TEL)E

E D

（FEP50 流用）

（FEP50 流用）

ポンプ付属ケーブル（動力）

ポンプ付属ケーブル（動力）

（FEP50 流用）

水位計付属ケーブル （FEP50）

２号汚水ポンプ付属ケーブル，IV 5.5mm （FEP50）

１号汚水ポンプ付属ケーブル，IV 5.5mm （FEP50）
2

2

（道路）

（護岸）

平 面 図 S＝1:300

（プリカ#24）

NTTケーブル用

No.4ポンプ制御盤より

2

CV 3.5mm -2C，IV 5.5mm （プリカ#30）

CV 5.5mm -3C，IV 3.5mm (プリカ#30）2

22

No.4ポンプ制御盤へ

2
20
0

2

CV 3.5mm -2C，IV 5.5mm （プリカ#30）

CV 5.5mm -3C，IV 3.5mm (プリカ#30）2

22

No.4ポンプ制御盤へ

ＨＨ

ＨＨ

ポンプ制御盤引込鋼管柱

φ267.4-6.6-7m

As

Co

Co

Co

Co

Co

Co
Co

石 り張

（空）

名
貫
橋

倉
庫

車庫

車庫

信田

分田

レ り張ガン

Co

Co

As

As

As

As

As

As

ﾞ

石 り張

石 り張
石 り張

鉄
板

標柱

佐 田々

(As)

井尻

看板

（駐）

山根

橋本英世
16446

16447
橋本英世

40557
山根民生

山根一寿
40556

19720
日野理門

八木
19684

佐々田暢夫

16342

16343 佐々田暢夫

山中成子
19644

19592
信田数人

19595
方京節子

19548

三宅正造

近藤侃治

1956119528
井尻良明

19682
向井達郎

取付なし

桝不明

桝不明

取付なし

φ200 DP=0.43m

H
IVPφ

75

HIVPφ
75

H
IVP

φ
75

LPφ
65

(19 9
. 84 3

)

VUφ150

VUφ150

VUφ150

DC
IP
φ

20
0

V Uφ
35

0

VUφ
150

DCI
Pφ

75

DCI
Pφ

75

H P
φ
3
0 0

H
Pφ

1 0
0

H
Pφ

15 0

H
Pφ

150

HP300

HP350

VP
150

HP600

HP
φ
30
0

HP350

HP200

E 川向支115左3
T 川向幹4R1

T 南上幹4
E 吉苅幹4

T 川向幹34
E 川向支4M1

E 川向支3
T 川向幹4L1

A-8
H=202.264

A-7
H=200.815

200.50

200.35

200.79

200.74

200.53

200.50

200.65

200.62

202.25

(200.01)

(199.88)

(199.96)

201.57

201.29
200.66

200.60

200.64

199.29

199.69

200.64

199.90
199.86

下

下

下

下

下

下

下

下
下

雨
雨

H.H

下

下

量

汚下

量
量

下

下

仕

仕 仕

仕

下

下

下下

下

下

T

山根民生
16489

16328
原清美

迫弘子
16322

橋本

橋本

カーポート

カーポート

石張り

石張り

敷石

石張り

(Co)

(Co)

(Co)

(As)

(Co)

Co

Co

Co

（空）

(Co)

(As)

(As)

多治比川

No.4ポンプ制御盤

No.3ポンプ制御盤

φ10×1500L

接地棒

工事名

電気設備 No.3ポンプ制御盤 （撤去）図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

広島県北部建設事務所事業者名

図面番号

復建調査設計株式会社

図示

緊急事業に伴う設計業務委託 下流工区（吉田）

一級河川江の川水系多治比川 浸水対策重点地域

令和 年 月

名貫橋 【汚水 仮設】

電気設備 No.3ポンプ制御盤 （撤去）
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30AF
3P
ELCB

２号汚水ポンプ

自動交互単独運転

１号ポンプ

Ｍ
1.5kW

Ｍ

30AF

ELCB
3P

MC MC

30AF
2P

制
御
電
源

MCCB

ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
電
源

MCCB

50AF
3P

3φ3W 200V 60Hz

盤
内
照
明
灯

ポンプ制御盤（ＬＣＢ－４）

電力会社より

SC

Ａ
CT

Ａ
CT

盤
内
換
気
扇

単 線 結 線 図

1.5kW

3φ 3W 200V 60Hz

可搬式自家発

F

Ｖ

名 称

ヒューズ

アレスタ

進相コンデンサ

計器用変流器

電磁接触器

漏電遮断器

配線用遮断器

３Ｅ継電器

電力量計Wh

3E

SC

V 電圧計

A 電流計

LA

F

MC

ELCB

CT

MCCB

記 号

凡 例

引込開閉器盤（Ｓ－４）
トランスTR

非
常
通
報
装
置

1φ2W 100V 60Hz

Wh

F
WL

電力会社より

電源ランプWL

Wh

50AF
3P
MCCB

30AF
2P
ELCB

50A
3Pコンセント

WL

DKTS (AL付)

LA

30μF
SC

30μF

MCCB

30AF
2P

盤
内
コ
ン
セ
ン
ト

TH TH DS LA

CT
3E

CT
3E

熱動継電器TH

（既設流用）

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

広島県北部建設事務所事業者名

図面番号

復建調査設計株式会社

図示

No.4ポンプ制御盤 単線結線図（仮設）

緊急事業に伴う設計業務委託 下流工区（吉田）

一級河川江の川水系多治比川 浸水対策重点地域

令和 年 月

名貫橋 【汚水 仮設】

No.4ポンプ制御盤 単線結線図（仮設）
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引込図及び配線図 S＝1:30

フロートスイッチ

投込式水位計

汚水ポンプ

埋設表示シート

Ｐ Ｐ

約26m

配 線 系 統 図

２号汚水ポンプ１号汚水ポンプ

（FEP30）

（FEP30）

Ｍ
1.5kW

Ｍ
1.5kW

水位計
投込式

屋外装柱形

引込開閉器盤

（PE22）

NTTケーブル用

2

投込式水位計付属ケーブル

フロートスイッチ付属ケーブル

自動単独交互運転

フロートスイッチ

マンホール範囲

（フリクトスイッチ）

（FEP30）

CE 3.5mm -2C（PE22）

CE 3.5mm -3C，IE 3.5mm (PE28）2

3φ3W 200V 60Hz
1φ2W 100V 60Hz

引込線

2CE 3.5mm -2C（PE22）1φ2W

CE 3.5mm -3C（PE22）3φ3W

引込柱

2

2

（PE22）

NTTケーブル用

ポンプ付属ケーブル（動力）

ポンプ付属ケーブル（動力）

水位計付属ケーブル （FEP30）

２号汚水ポンプ付属ケーブル （FEP30）
１号汚水ポンプ付属ケーブル （FEP30）

平 面 図 S＝1:300

屋外装柱形

保安器箱

80
0
0

19
00

全
長

の
1/

6

足場ボルト

（3BD）

（ラック）

引留金具

接地棒×2本

φ14×1500L

引込柱(コンクリート柱）

自在バンド（引留用）

8-19-430

1φ2W 100V 60Hz（電力会社より）

3φ3W 200V 60Hz（電力会社より）

NTT回線

DE C(TEL)E

800×800×1200
コンクリート根巻き

10
0

11
0
0

10
0

20
00

9
00 No.4 ポンプ制御盤

（既設流用）

保安器箱

引込開閉器盤

屋外装柱形

No.4ポンプ制御盤

(既設流用)

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

8
30

注).盤寸法は参考とする。

引込開閉器盤外形図

500 200

S=1:30

3.塗 装：5Y7/1(全艶)（現場指示による）

2.盤材質：SUS304(前扉,側板t＝1.5mm以上)

1.構 造：屋外装柱形

仕 様

IE 3.5mm （VE16）

IE 3.5mm （VE16）

2

2

C(TEL)E

E D

▽計画盛土高

4.備 考：本図は参考とする。

注).盤寸法は参考とする。

保安器箱外形図 S=1:15

3.塗 装：5Y7/1(全艶)（現場指示による）

2.盤材質：SUS304(前扉,側板t＝1.5mm以上)

1.構 造：屋外装柱形

仕 様

4.備 考：本図は参考とする。

200

3
20

120

As

Co

Co

Co

Co

Co

Co
Co

石 り張

（空）

名
貫
橋

倉
庫

車庫

車庫

信田

分田

レ り張ガン

Co

Co

As

As

As

As

As

As

ﾞ
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STEP0

② 上水・下水 仮設管設置
(大型土のう下越し部先行設置)

【上水】
・右岸下流側のHPPEφ75は、大型土のうの下越しが複数回必要。

このため、ヤード盛土前に仮設管設置を行う。
不断水施工は先行して行うが、切替はSTEP2で行う。

・その他の仮設路線についても、大型土のうの下越し区間のみ
ヤード盛土前に施工する。

【下水】
・大型土のうの下越しが必要区間は

ヤード盛土前に仮設管設置を行う。

※ 施工ヤードおよび
道路・河川計画は暫定

（施工ヤード盛土前）

① 上水 左岸HPPEφ75
一次仮設管へ切替

【上水】
・左岸側既設HIVPφ75が汚水割込人孔に干渉する場合

汚水の仮設施工前に一部先行して切り替える。
施工スペースの都合上、不断水分岐ができないため
不断水ストッパーを設置し、一時断水にて接続
断水範囲の給水1軒は先行して切替

施工ヤード盛土

仮橋設置

※STEP1

※STEP1

：(既設)汚水管

：(仮設)汚水管

：(本設)汚水管

：(既設)上水管

：(仮設)上水管

：(本設)上水管
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STEP1～2

施工ヤード盛土

仮橋設置

① 上水・下水 仮設管設置

② 下水 既設MP制御盤移設
(既設NO.3、NO.4MP)

③ 上水・下水 既設管→仮設管へ切替

【下水】
・既設NO.3MPは、施工ヤード盛土内となることから

施工中の管理のため、ケーシング防護を行う。
(φ2000ケーシングをMP上部に設置し、
人孔蓋の開閉ができる状態にする。)

・制御盤移設時は、電線管接続作業により
2～3日のMP停止が必要となる。
(MP停止中はバキューム車で対応)

【上水】
・バルブ操作により、既設管→仮設管の切替を行う。

【下水】
・MP停止中に端部の接続替え作業を行う。

・汚水の添架系統(φ200)は幹線で流量が多いため、
深夜帯での切替作業が必要となる。
(川向MPの運転記録を参考に切替時間を検討中)

【上水・下水】
・左岸側施工ヤード内の上下水仮設管において、

STEP4の河川取付道路擁壁と干渉する区間は
予め現道以下に布設し、鋼管防護とする。

・ヤード内に仮設管を埋設するにあたり、
重機の影響が懸念される場合は鉄板防護を講じる。

※ 施工ヤードおよび
道路・河川計画は暫定

：(既設)汚水管

：(仮設)汚水管

：(本設)汚水管

：(既設)上水管

：(仮設)上水管

：(本設)上水管
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STEP3

本設橋梁設置

橋梁取付道路施工

① 上水・下水
本設管(添架部)設置

② 上水・下水
橋梁取付道路埋設部 本設管布設

③ 上水・下水 仮設管→本設管へ切替
(橋梁添架系統のみ)

【下水】
※２：汚水仮設管の合流する区間は、

橋梁取付道路の擁壁と仮設管が干渉するため
本設切替後に擁壁を施工する必要がある。
(汚水の仮設管を計画擁壁下に下げることができないため)

仮橋撤去

【上水】
・バルブ操作により、仮設管→本設管の切替を行う。

左岸側は一時断水となる

【下水】
・MP停止中に端部の接続替え作業を行う。

・汚水の添架系統(φ200)は幹線で流量が多いため、
深夜帯での切替作業が必要となる。
(川向MPの運転記録を参考に切替時間を検討中)

※ 施工ヤードおよび
道路・河川計画は暫定

＊ 上水・下水
橋梁取付道路埋設部 既設管撤去
下水 本設VUφ150（右岸）布設

【上水・下水】
・② で本設管を布設する区間の

既設管を撤去する。

※１：右岸自然流下管VUφ150は
供用中の宅地からの取付管があるため
撤去後すぐに本設管を布設する必要がある。

：(既設)汚水管

：(仮設)汚水管

：(本設)汚水管

：(既設)上水管

：(仮設)上水管

：(本設)上水管
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STEP4

河川取付道路施工

④ 上水・下水 本設管
河川取付道路内埋設部設置

② 下水 2次仮設設置
(左岸下流側)

【下水】
・左岸下流側の既設NO.4MPは、

MP上に計画擁壁が設置されることから
河川取付道路施工中は供用不可となるため、
2次仮設を設置する必要がある。

・河川沿い道路は既設パラペットのかかと盤により
埋設ができないため、転がし配管とする。

【上水】
・左岸下流側の河川取付道において既設給水管が

擁壁と干渉するため、2次仮設を設置する必要がある。

・擁壁施工中は民地側水路位置に浅埋で2次仮設を布設し、
擁壁施工後、本設を布設・通水する。
水路施工時には2次仮設管を撤去する。

⑤ 上水・下水 仮設管→本設管へ切替

① 下水 新設NO.4MP設置

仮橋撤去

③ 下水 新設NO.3MP設置

※STEP3

※ 施工ヤードおよび
道路・河川計画は暫定

＊ 上水・下水
河川取付道路埋設部 既設管撤去

【上水・下水】
・④ で本設管を布設する区間の

既設管を撤去する。

⑥ 上水・下水 仮設管撤去

：(既設)汚水管

：(仮設)汚水管

：(本設)汚水管

：(既設)上水管

：(仮設)上水管

：(本設)上水管
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河川取付道路施工

⑤

新設NO.4MP

(本設)汚水 VUφ150

(仮設)汚水 PEφ75
※2次仮設：左岸下流側取付道路施工中(転がし配管)

(本設)給水 HIVPφ50 ※管径は想定

(本設)汚水 VUφ150

(本設)汚水 DCIP-GX形 φ75

新設NO.3MP

(本設)汚水 DCIP-GX形 φ75

②

④

⑤

④

④

④

⑤

③

①

④

(仮設)上水-給水 HIVPφ50
※2次仮設：左岸下流側取付道路施工中
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STEP5～

施工ヤード盛土撤去

① 左岸側橋梁取付道路
現道すりつけ部 擁壁施工

・上下水仮設管を撤去後、
STEP3であと施工とした
橋梁取付道路擁壁の施工を行う。

【上水・下水】
・左岸上流側の河川取付道路内に布設する
汚水自然流下管、給水管は宅地復旧がない場合不要。
このため、施工のタイミングはSTEP3-②以降で任意。

※ 施工ヤードおよび
道路・河川計画は暫定

：(既設)汚水管

：(仮設)汚水管

：(本設)汚水管

：(既設)上水管

：(仮設)上水管

：(本設)上水管
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(本設)給水 HIVPφ50 ※管径は想定
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① 名貫橋 【参考】

工事名
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